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退避所(C)

退避所(B)

退避所(E)

管理車両用通路

将来的に土留が必要な区間
園路幅員に転落防止柵等の構造物を
設置するスペースが必要

退避所(D)

新たな散策ルートの設定
現場を再度歩いて確認

階段の整備

ため池
ため池のビオトープ

棚田の活用
水田の復活(20年前の風景にもどす）
セイタカアワダチソウの除草

ハンノキ林の保全
(湿地環境の保全)

マダケの撤去

退避所(F)

退避所(A)

退避所(E)

展望広場整備
（樹木の間伐　等）

散策路整備

調査ため池

水路の修景整備
ササの処理（伐採）

ツバキと竹の森

水辺に近づける
場所（空間）

部分的に間伐を行い
池が樹林越しに見える
空間として整備

サブ拠点を整備するのであれば
水辺の広場の外周部に目立たないように設置

転落防止対策が必要

階段整備

凡      例

池・水路w

管理車両用通路

散策路(現状・計画）

散策路（ﾁｯﾌﾟ敷の道・整備済）

退避所

凡      例

ハンノキ・ヤナギ林

コナラ林

モウソウチク林

スギ・ヒノキ植林

アカマツ幼齢林

セイタカアワダチソウ群落

クズ群落

造成地・道路

池・水路
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(階段工-1、-3)

階段整備
(階段工-2、-4)

階段整備
(階段工-5)

(階段工-6)

階段工-6　付近

階段工-5　付近

階段工-1,-2,-3,-4　付近

ﾚﾝｼﾞｬｰ広場から谷口池が
見えるようにする

カワウ対策について
泉佐野市等と調整中

管理車両用通路

整備平面図-1

整備平面図-2

整備平面図-2
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【階段整備の考え方】

　階段整備の基本的考え方を以下に整理する。

○設置位置の決定
・設置位置は、パークレンジャーとの現地ワークショップにより決めた。

○階段幅
・現場の地形形状を考慮し、1.0m程度とする。

○使用材料
・階段の使用材料は、公園内で発生した間伐材を利用する。

○施工上の注意点
・現場の地形形状に合わせて階段を設置する。（出来るだけ土工が発生しないよう、施工時は注意する）
・補修を容易にするため、金具やシュロ縄などは使用しない。
・土の締固めは、人力の締固め道具（タコ）を利用し十分に締め固める。
　（締固めの厚さは約10㎝程度とする）

※階段の施工は、下段から上段に向かって行う

□ 階段の整備イメージ
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間伐利用階段　整備平面図-2
S=1/100

階段工-5

散策路

散策路

散策路

散策路

散策路階段工-6
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